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関西外国語大学末利博

IJSP掲載論文の内容による分類日本スポーツ心理学会が1973年に発足し

て早くもIO年の歳月が経過した。学会発足の

当初その機関誌であるスポーツ心理学研究初

巻号に松田理事長が当時のスポーツ心理学の

動向について執筆している。その中でスポー

ツ心理学の研究領域として①スポーツ技術の

学習、②発達と運動ﾁ認、③精神面のコンデ

ィションづくり、④スポーツの社会心理学的

研究の4領域をあげている。わが国のスポー

ツ心理学の諸研究を巨視的にみれば、それは

今日でもこの4領域に包括できると思われる。

わが国のこの研究動向を欧米のそれと比較す

るために筆者はIJSPに掲載された論文と講

演内容の概観をこころみた。幸にもグロープ

ス(D.L.Groves)等がその初巻から7巻まで

の論文と講演(IEctureゆ内容による分類をこ

ころみ、同誌の9巻1号（1978)にスポーツ心

理学の研究動向として紹介している。本稿で

はその分類基準に従って8巻から13巻までの

内容を分類してグローブス等による1巻から

7巻までのそれにつづく推移をみることにし

た｡次の表1は1970～76年までのグローブス等

の結果をその後のもの（1977～82）と併記し

て最近における欧米のこの面の研究の重点の

推移を明らかにしようとしたものである。

グローブス等の分類では各論文の研究目的や

表題の意味や問題点等について4人の研究家
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達による内容判定の一致度等が確められてお

り、分類の妥当性についての配慮がされてい

るが、1977年以降の華者の分類は著者一人が

表題や論文の概要(lntr(n'mtim')から主観的
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に分類したもので温る樹と同表のStereotypiIg､

はその意味が充分に瑠騨できなかったので筆

者の場合は該当論文なしとなった｡又最後のそ

の他(others)はグロープスの表には存在しない

項目で、筆者が付加'Iしたものであるその項目

に属する19個はそのほとんど力翰演(L"ter)

で内容が壷的なものである。グローブスの分類

と著者のぞれとを比較すぁさ通点はPersonal-

iW,Motivatim,PWclmnetricsの領域力塙

い影を示している点である｡．－う方異っている点は

前者ではPerfornnnce,AttitlnesandMhavior

Situationalvariables等が比較的高い％を

示しているが、後者ではいずれも侭､％にとどま

っている。更に後者ではAI唾iety､Motor

teaChirgalnl"mi昭で比較的高い比率を

示した。

この点からすると最近の欧米のスポーツ心

理学の研究では態度やパフォーマンス、環境

変数の研究が減少し、不安、運動学習、心理

測定法等の領域の研究が増加してきているとい

えるであろう。一方、人格や動機の研究ぱ一

貫して高い比率を示し、スポーツ心理学研究

の主流をなしているとみられる。グローブス

等は表lの分類の外にIJSPに掲載された講演

内容やミーティング内容、図書等についても

分類をこころみているので、それを参考のた

めに表2として付記した。
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＊九州地区研究会の動向＊
＊ ＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福岡女子大

福岡 大学

手研究会が発足した。

佐久本稔

山本勝昭

運動生理学､運動学、1"2年に九州大学を中心とした福岡地区若？
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体育心理学、体育社会学関係の若い研究者達

が集まって、年に3～4回の活発な研究会が

行われていた。そこでは各専門分野の研究発

表、各種学会でのトピックス、大学事情の情

報交換など、事前に決められている話題提供

者が発表を行ったり、また、大学一般体育に

関する共同作業等が行われていた。しかし、

時とともに話題提供者、参加者も次第に限定

されるようになった。いいかえると、特定の

分野への専門分化が進んできた感じであった。

1980類九州体体育学会の組織再編成に伴い

体育心理学、体育社会学、体育管理学の各研

究者を中心に発足した第2分科会では、年一

回、九州地区の研究集会が行われ会報が発行

されている（事務局：九大健康科学センター)。

また、福岡地区の心理・社会学を中心とす

る福岡体育・スポーツ研究会が佐久本らのよ

びかけで昨年発足し活動を始めている。

ここでは、これら九州地区における一連の

研究会の中で提供された心理学関係のテーマ

及び発表者を挙げてみることにする。

l.体育における態度測定の意義（徳永幹雄）

2．幼児体育について（大滝忠也）

3．一般体育実技バレーボールの授業研究一コ

ミュニケーションの立場から一（山本勝昭）

4．運動技術のリズム性について（山本勝昭）

5．肥満児教室参加者の親子関係（日野明世）

6．スポーツの特性（峯重新二郎）

7．体育実樹こ対す…とその要因（橋本公雄）

8．「なまこ」菊池寛から（佐久本稔）

9.S.F・Buckによる欠損値推定方法とプロ

グラム例の紹介（徳島了）

10.運動学習の言語教示について一言葉に対

する学習者の力圃調整の検討（大浦隆陽）

11．運動の短期記憶における位鯉情報と距離

情 報 （ 今 中 国 泰 ）

12．運動と認知スタイル

13．ポール運動のスキル習得過程一テニスー

（則元志郎）

14.Nonverbal行動をめぐって（佐久本稔）

15．ジョガーヘの心理処方の試み（山本勝昭）

などである。すべての内容について詳しく紹

介できないのは残念であるが、とくに、最近

の話題について、二つほど取りあげてみるこ

とにする。

1．S.F・Buckによる欠損値推定方法とそ

のプログラム例の紹介

福岡大学.~徳島了

実験におけるデータサンプリングは実験計

画に基づき、欠損値が生じることなく、デー

タ分析を行うことが最も望ましいと考えられ

る。しかしながら実際の測定では、種々の状

態で欠損値が生じ易い。それらの欠損が生じ

たために、多額の費用と時間を費したデータ

の一部のデータを捨てたり、分析方法が複雑

になるとすれば、やっかいなことである。そ

こで欠損値を何らかの方法で推定出来ればと

思い、S､F・Buckによる欠損値の推定方法と

そのプログラム例を紹介した。

欠損値の推定方法としては1)測定値データ

行列の平均値（行平均、列平均もしくは、行

列値の平均等）2泗帰方程式を利用した推定

値。3)最尤法による推定値(IIBximimli"1-

ih皿釦lutionnrthm)やその他種々 ある

カミ今回のテーマは、2)の回帰方程式を利用

した方法である。処理手順としては、1)測定

値行列を含まないデータと欠損値を含むデー

タに分離する。2)欠損値を含まない行列より、

分散共分散行列を作成する。3)2)により作成

された分散共分散行列より回帰方程式を導き

出し、欠損値データを推定する。

今回、実際に北九州市のA小学校4年生(75

名）で測定した田中AB式知能検査のIQ.と弧．

AAJI､テストのI成功動機(A～D)の5変

愚（75×5）のデータを使用し、無作為に30デ

ータを捨て、欠損値のあるデータとした。そ

して、もとの完全なデータの場合、欠損値の

含まれるデータを捨てた場合とさらに欠損値
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を推定値で補った場合の分散共分散行列、相

関行列、平均値、標準偏差の値を算出し、比

較した。

このデータに関しては、内相関も高かった

ので欠損値を補って算出した方法が、欠損値

を捨てて算出する場合よりも、よりもとのデ

ータに近い値を示した。

2運動の短期間記憶における位置情報と

距離情報長崎大学今中国泰

運動の短期記憶に関する研究領域では、上

肢の直線運動における記憶手がかりとしての

位置情報と距離情報の記憶特性が、この10年

間、中心的テーマとして議論されてきた。

これまでの報告によれば、位置情報は中枢

で比較的正確にコード化され、忘却されにく

く、正確に再生されるということであるが、

距離情報は正確な記憶・再生がなされず、記

憶の情報源としてはあまり信頼できるもので

はないと考えられている。このように、位置

および距離の記憶特性は、それぞれ独立して

いるものとして議論されてきている。

本研究では、運動の短期記憶における位置

および距離の情報が相互にf開していぶWalal,

etal,1979,1980)という立場から、停止位

置および距離の再生誤差に及ぼすstarti昭

"sitiqlの影響をみる一連の実験を行い、

位圃情報と距離情報の相互作用について検討

を加えた。

これらの実験の結果運動の停止位置およ

び距離は同程度の正確さで再生され、いずれ

も運動記憶の有効な情報源であるものと推察

されたカミいずれの再生誤差も、再生運動の

startingmsitionの変化に大きく影響を受

けており、それぞれの記憶情報の再生には、

他方の情報が少なからず関与しているといっ

た位置と距離の相互作用の存在が推論された。

さらに、この推論をより確かに追証する為

に、位置（距離）を手がかりとする場合に、

他方の手がかりである距離（位置）情報を全

く与えない条件下での実験を行ったところ、

再生誤差には位置と距離の相互作用がほとん

ど認められなくなった。これら一連の実験結

果より、位置と距離の両者を伴う運動の記憶

に際しては、一方のみの運動手がかりに注意

を集中してその記憶を意図しても、他方の情

報が少なからず記憶されてしまうことが推察

されよう。したがって、運動の記憶は、単一

の情報によってなされるのではなく、少なく

とも、位置と距離のintegrateされた情報に

基づいていると考えられる。

さて、これまではどちらかといえば、実際

的、応用的研究報告が多くみられたが、最近

では、理論構築的研究もみられるようになっ

た。またここ数年前からは、積極的な海外研

修活動、国際学会（佐久本・山本・徳永・橋

本）など力紹介されるようになった。先ほど

徳永幹雄氏がイリノイ大で10ケ月程の研修

を終えられ元気に帰国された。氏の今後の活

躍が期待される。（文責山本勝昭）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

き「ビルマ］スポーツ見聞＊
＊

＊ ＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

九倣子大山本章雄

ビルマは、東南アジアの一国であり、日本

においてその国名は、第二次世界大戦におけ

る「インパール作戦」、また､竹山道雄の小

説『ビルマの堅琴』などで、よく知られてい

る。しかし、1962年の軍事クーデター以後、

私は、1980年11月より1981年5月までの約

6ヶ月間、日本バレーボール協会の推薦をう

け、国際交流基金人物交流事業の一環として、

バレーボールの指導をするため、ビルマへ赴

いた。

－4－



非共産主義を軸とした、ビルマ社会主義の完

成を目指す軍政が敷かれ、半鎖国政策がとら

れたため、海外との交流がほとんどなくなり、

以後の国情については十分知られていない。

このように、世界の中で孤立し、独自の路

を歩むビルマにおいて、スポーツがどのよう

に行なわれているのかという興味、また、そ

うした中で、どのような指導をすればよいの

かという不安を持って、私は旅立った。

ビルマは、政治的に中立政策をとり、どこ

の国からの援助も積極的に受けていないため、

国の経済は非常に遅れており、国民の生活も

貧しいものであった。それ故、高価な道具を

用い、特別な施設を必要とし、時間をわざわ

ざ作らなくてはならない西欧型の近代スポー

ツは、その日暮らしに近い人々にとって無縁

と言ってよいものであり、このような人達は、

むしろ、庶民の生活から自然に生まれた、伝

統的で独特な、そして多くの人たちが手軽に

楽しめる、そんなスポーツを行なっていた。

それらの代表格は、「チンロン」「トシトー」

と呼ばれるものである。

「チンロン」は、ビルマの国技であり、藤

で編みあげたポールを、日本の蹴鞠のように、

数人の選手が順番に蹴り上げ、その技を競う

ものである。また、「トシトー」は、地面に

平行に書いた何本かの線上にいる敵に、タッ

チされることなく走り抜け、成功した人数を

競う「鬼ごっこ」のようなものであった。こ

れらの種目は、村や町のあちらこちらで盛ん

に行なわれ、冬のスポーツシーズンには、町

内対抗、職場対抗として多くの人力藻まり大

会としても行なわれていた。

一方、西欧から輸入された競技スポーツは、

政府が国の政策の一つとして、その普及強化

に力を入れていた。私も、その強化策の一翼

を担うためビルマへ招かれたものであった。

しかし、学校教育の中で、「体育」という教

科がまだ行なわれていないビルマでは､､経済

的な理由も加わって、これらのスポーツ普及

には、かなりの困難があるようであった。こ

のため政府は､･社会体育の普及を目的とし、

保健省にスポーツ体育局を設け、各市町村に

1名づっの「スポーツオーガナイザー」を置

き、各種目の普及や地方大会の運営を行なわ

せていた。また、スポーツ体育局内には、バ

レーボール、バドミントン、ボクシング、サ

ッカーなど、22の競技団体（なぜかその中

には「チェス」が含まれていた.）を作り、そ

れぞれの種目の強化や全国大会、国際大会の

運営を行なわせていた。また、社会主義国家

である有利さを利用し、国営の各企業に有望

なスポーツ選手を集め、専門の強化トレーニ

ングだけを行なわせるといった、いわゆる「

ステイトアマチュア」の制度も行なわれてい

た。彼等は、所属する企業での働動義務は全

くなく、.スポーツトレーニングだけを行なっ

ておればよかったが、その生活は、決して豊

かなものではなかった。

このように、ビルマのスポーツには、昔か

ら庶民に受け継がれ、親しまれてきたスポー

ツと、新しく輸入され、政府によってその普

及強化がなされているスポーツの2つの錘鬮

があった。

そして、私が6ヶ月間ビルマに滞在し、彼

等を指導し感じたことは、これら2種類のス

ポーツを行なうビルマの人々が、貧しいなが

らも大らかであり、楽しくスポーツを行なっ

ていたことである。たとえ「ステイトアマチ

ュア」として選抜され､競技力の向上を義務

づけられている選手たちであっても、商業主

義、聯I至上主義に毒されることなく、マイ

ペースで楽しんでスポーツを行なっていた。

そこには、経済的には貧しいが、無理をせず、

一歩一歩独自の路を進もうとするビルマの人

々の余裕、また、お国柄を見ることができ、

私は、何かを感じさせられ、心暖まる思いが

し た 。 ．
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1．軟式庭球選手の意識構造に関する因・・

子分析的研究：

大阪教育大学体育学専攻生森田ひろ子

月刊紙“軟式テニス”12ケ月分より軟庭が

上達するための条件を中心に軟庭の特徴を表

現する2詔5語い春収集した後、5段階評定尺

度法を用いた230項目からなる質問紙を作成、

全日本選手権優勝者を含む社会人・学生計420

名に調査を行った。因子負荷量は主因子解か

らバリマックス回転を施して求め、II因子の

解釈と命名を行った後、性・ポジション・競

技水準の各群毎に因子スコアの平均値を算出、

2要因分散分析を中心に群間差の検定を行った。

その結果、①競技志向性、②勝ちパターン、

③攻撃型後観④努力、⑤不器用、⑥楽天性、

⑦穏和性、⑧前衛適任、⑨環境不備、⑩顕示

性、⑪順応性の各因子力癖釈可能であり、と

くに①②④⑥⑪⑪の6因子に性差・競技水準

差が、加えて③⑧の2因子も含めてポジショ

ン差が認められた。

2．軟式庭球選手の精神特徴に関する一考察

大阪教育大学体育学専攻生松波欣也

運動適性の中でも心理的検査を用いた精神

的側面に関する研究は一流選手を対象とした

とき有効な結果が得られているので、本研究

においても過去5年間における全日本選手権・

世界選手権等優勝者男子19名女子12名を含

む一線級選手48名を対象としてY－G法とU

-K法を併用した調査を行った。その結果、

①精神安定一適応一外向を示すD型が過半数

を占め、B・E型が少ないこと、②他競技に

おける従来の結果と同様に一般健常者集団に

比べても尚、精神健康度水準が高いこと、③

人柄群別に見ると信念的で堅実．地道で真面

目な人間が多いこと、④性別・ポジション別

差違があり、女子後衛が堅実さ、粘り強さを

－6－

本領とするのに対して、男子後衛は短距離選

手同様の反応の速さに特徴が認められた。

3．バドミントン選手の精神的特徴について

大阪教育大学体育学専攻生高田由賀里

運動適性の一局面として運動選手の精神的

資質や意識構造を明らかにする必要性が叫ば

れながら、従来の研究方法は心理検査や因子

分析を単一に実施したものが多かった。そこ

で本研究では、種目別適性研究の最も進んで

いるU－K法に因子分析法（簗田理丘：バド

ミントン選手の意識構造に関する因子分析的

研究：昭和56年度大阪教育大学体育学科卒業

論文）を加えて考察を試みた。その結果、①

U－K法からはダブルスよりもシングルスに

競技水準別差違が現ｵ'へ強い選手ほど適応の

速さと反応の敏感さが認められた。②解釈さ

れた5因子のうち、とくに第I:競技志向性、

第2：試合勘因子に競技水準別差違が現れや

すく、全日本総合優勝者が最高値を示した。

③優勝者には分裂型が集中し、試合勘に対す

る強い自信が明らかとなった。
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